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14 災害と回復

飯田　卓

《目標&ポ イン ト》　災害は,個 人的な生命の危険だけを意味す るわけではな

い。災害には,個 人の社会的生活の中断か ら始まり,社 会全体の機能不全 に

至る社会的問題 という側面 もある。このことを踏まえて,本 章では,① 日常

的ルーチ ンの阻害,② 公共サービスの機能の破壊,③ コ ミュニティ機能の破

壊,④ ローカルな経験知の損失 という四つの側面を検討す る。最後に,災 害

が もた らす こうした負の効果を避ける仕組み,あ るいは被害 を受けて も復興

するような仕組みについて,文 化人類学の立場から考える。

【キーワー ド】 公共サービス機能,コ ミュニティ機能,ロ ーカルな経験知,

伝統とモダニティ,レ ジリエ ンス

1.災 害 と は

　天災 にせ よ人災 にせ よ,災 害 と聞けば,ま ず個人の生命の危険 を想像

しが ちであ る。新 聞報道 な どは 「死傷者○○ 人」 とい った見出 しを大 き

く掲 げるか ら,な お さ らだ。辞書 を引 いてみ て も,日 本語 におけ る災害

の もっ とも一般 的な意味 は,「 異常 な 自然現象 や人為的原 因に よって,

人 間の社会生活や 人命 に受 ける被害」(『広辞苑』 第六版)で ある。 この

定義 に よれば,被 害者が少 ない 自動車事故 の ような もの も含 まれ る。

　 しか し本章 で着 目したいのは,と りわけ,被 害者が多数 にの ぼる災害

である。 また,個 人的な生命 の危 険 よ りも,個 人 ・集 団の社会的生活が

こ うむる負 の効果 に着 目し,社 会 的な事件 として災害 を とらえてみたい。

　 災害の原因は さまざまである。地震や洪 水の ような 自然 災害か ら,建
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築設計 ミスや飛行機事故 といった人為 的災害があ る。 また,自 然 災害や

疫病への対策が十分 でない場合 は,自 然 災害が人為的災害 と解釈 され る

ことがある。 本章 では,こ れ らすべ てを一括 して災害 とみ なす。

　 さまざまな災害 に共通 しているのは,被 災者 の 日常生活 を中断 し,そ

れ にともなって さまざまな不便 を もた らす こ とである。災害 に よって,

私たちが 日常 のなかで繰 り返す決 ま りご と(ル ーチ ン)は,ふ だん どお

りには行えな くなる。 ここで言 う決 ま りご ととは,癖 の ような もので,

意識 される こともある し,さ れないこ ともある。

　た とえば,朝 起 きる前 に寝床 で行 う動作,家 族や 同僚へ の挨拶(挨 拶

を しないこ とも,あ るい は意識 的な決 ま りご とか も しれ ない),食 事 を

す るときの箸 の持 ち方 ・・・ ・。個 人的な決 ま りご ともあれば,社 会で広

く行われる決 ま りご ともある。個 人的な決 まりご とは,主 として反復の

多い仕事 を効率 よくこなす のに役立 ち,社 会 で広 く行 われる もの は,コ

ミュニ ケー シ ョンを円滑 にす る。

　 こう した決 ま りごとの機能 を,災 害 は役 に立 たない ものに して しまう。

家族か ら離れてただ独 り避難生活 を送 るなかでは,挨 拶す る相 手が いな

い し,か りにいた として も,い つ もとは違 った出会い方 をする ことにな

ろう。 また,災 害のために ごみ回収車 がいつ もの ように来なけれ ば,い

つ もの曜 日にごみ捨て場 まで ごみ袋 をもっていって も意味が ない。災害

は,個 人個人が社 会生活に必要 とす るルーチ ンを破壊 し,社 会生活 を不

全 に陥れ ると言 えよう。

　 この ことは,わ れわれが社 会生活 において どの ような ことが らを必要

とす るのか,あ らためて気 づかせ て くれる。災害 とい う事態 をとお して,

われわれは,社 会生活が成 り立つ仕組 み を理解 で きるようにな るの であ

る。 災害が個人 にとって もつ意味が,文 化 人類 学に とって重要性 を もつ

ゆえんであ る。
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2.公 共サー ビス機能の破壊

　災害が もた らす負の効果 を,別 の側面か ら見てみ よう。前節 にお いて,

ごみ回収車がいつ もの ように来 ない とい う例 を出 した。 これ は,個 人が

いつ も頼 っている制度 的なサ ービスが 中断す るこ とを意味 している。そ

うした効果が,個 人のルーチ ンに まで影響 をお よぼす というわ けだ。

　電気 の供給,水 の供給,安 全 に通 行で きる道路。現代 の 日本 に生 きる

われわれは,こ れ らの公共 サー ビス機能 を 自分 たちで維持す るので な く,

専 門の機関やそ こで働 く人たちに任 せ きって しまってい る。だか ら,ひ

とたび災害が起 こると,自 分たちだけでは復興 で きず,政 府 に対応 を求

め ることになる。2011年 の震災 にともなって生 じた原 子力発電 所の事故

が もっ とも良 い例 だろう。

　 しか し,こ とは原子力発電所 だけではない。現代の私たちの生活 は,

さまざ まな専 門家 か らサ ー ビスを受 ける形 で成 り立 ってい る。 専門家 た

ちを頼 る ことに よって,私 た ちは,10時 間のあいだにアメ リカや ヨー ロッ

パな どの遠隔地に まで移動する ことがで きる。そ して,現 地 でのふる ま

い方 さえ気 をつけていれば,太 平洋上 を飛行す るうえでの安 全な高度に

ついて心配す る必要 はないのであ る。 こん な具合だか ら,ひ とたび 専門

家か らのサー ビスが途絶 えた とき,そ の不便 ははか りしれ ない。2011年

の東 日本大震災で は,被 害がそ れほ ど大 きくなか った首都圏で さえ,公

共機 関 を頼 らず に徒歩 で帰宅 した人た ちが多か っ たこ とがそ れ を物語

る。

　 こうした専 門家へ の依存 は,私 たちの生 きる現代 の特徴 である。社 会

学者のA・ ギデ ンズは,こ の特徴 を,モ ダニテ ィ(近 現代性)の もつ 重

要 な側面 として指摘 す る。人類史の うえでモ ダニテ ィに先行す る伝統社

会で は,社 会生活 をい となむ うえで頼 りになるのは専門家 で な く,さ ま



第14章　災害と回復　　　185

ざまな経験 を重ねるなかで共 同体(コ ミュニテ ィ)に 伝 え られて きた ロー

カルな知識である。伝統社 会で も,他 の 人び とが もたない知識 を もつ,

専 門家 に近い役割 を果たす 人び とが いる。 しか し彼 らが もつ知 識 は,特

定地域でのみ通用する もので,別 の地域 で吟味 されて組 み換 え られ るこ

とが ない。 したが って,伝 統社 会における権威 は,長 い時間をかけて形

成 されたロー カル知識 を守 護す る立場 にある。一方 モ ダニテ ィにお ける

専 門家 は,場 所 にかかわ らず通用する知 識を求め,自 分の専 門知識 と対

立する ようなロー カル知識 を批 判 してい く。専 門家は,き わめて 限 られ

た領分 しか もたないが,そ の領分 に関わ る知識 を吟味す るにあた り,ラ

デ ィカルかつ厳格 な態度 を示す。 この厳格 さが,今 日の科学技術 の発 達

の基礎 となったのだ。

3.コ ミ ュニ テ ィ機 能 の破 壊

　前節 では,ギ デ ンズの用語法 に したがってモ ダニテ ィと伝統社 会 とを

対比 させ たが,両 者 は完全 に対立する ものではない。たいていの社 会に

は ローカルな物知 りと専 門家の両方がいて,社 会に貢献 している ものだ。

モ ダニテ ィ傾 向が 強い社 会 と,伝 統傾向が強い社会のあい だに,無 数の

バ リエー ションが存在 している と考 えたほうが よい。

　 前節で述べ たのは,モ ダニテ ィ傾 向が強 い社会で災害が生 じた ときの

問題 だった。では,伝 統 的傾 向が強い社会 では どうか。 やは り災害 と呼

ぶべ きことが らはある。 た とえば,洪 水や旱魃 な どの 自然 災害 がその典

型 だろう。こうした災害が起 きた場合,モ ダニテ ィ傾 向が強 い社 会では,

被災地 を外部か ら支援 する ことで復興 を成 し遂 げ ようとす る。 しか し伝

統傾 向が強い社会では,個 人の裁量で困難 をき りひ らかなければ な らな

い○
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　 東ア フリカの牧畜社 会で は,旱魃 が深刻 になった とき,二 つの面で対

応 を行 う。J・ ター ラ ンス ・マ ケイブの紹介す る ところで は,家 畜群 の

分割 と家族の離散で ある(ホ フマ ン ・オ リヴ ァー=ス ミス編　 2006)。

　 (家畜群の分割)村 の近 くで家畜 の餌が十分 でな くなる と,遠 くに餌

　 場 を求 めなければな らないが,手 元 には乳 の出る家畜や現 金化す る家

　 畜 を置 いておかな くてはな らない。 そ こで,乳 用の家畜お よび現 金化

　 す る家畜 と,遠 くへ放 牧 させ る家畜 とを分 け るのであ る。遠 くの餌場

　 では,家 畜 が病気 になった り略奪に遭った りす る危険が高 まる。 しか

　 し雨 が降 らず旱魃 が深刻化すれば,放 牧 地は ます ます村 か ら遠 ざか り,

　 家畜数 を減 らす リスクが高 まってい く。 この ため,深 刻 な旱魃 が 予想

　 され るときには,売 却 され る家畜の数 も増 える。 じっさい に旱魃 が深

　 刻化す ると,家 畜が市場 にあふ れて価格が下が るため,家 畜 は食用 に

　 殺 され るようになる。 いず れにせ よ,餓 死す る家畜 を含 めて,家 畜 数

　 は旱魃 とともに減少す る と考 えて よい。

　 (家族の離散)こ のプ ロセスは,餌 不足 のために家畜 の乳量 が減 り,

　 家族全体 の栄養源 が減る ことか ら始 まる。雨季 に身 を寄せ ていた親戚

　 は もちろん,旱魃 が長期化す ると,長 く一緒 に暮 らした家族 も豊か な

　 親戚 を頼 る ように なる。現代では,賃 金雇用や救援物資 を求めて都 市

　 へ 移動す るとい う選択肢 もあ る。過酷 な乾季 をきっか け として,生 活

　 の中心 を都市へ移 して しまう例 も少 な くない。

　 雨量が増 えれ ば,災 害 の根本原 因は解決 されるが,暮 らしが正常化す

るわ けで はない。一定の家畜数が 回復 しないこ とには,家 族が 元 どお り

に集 まれ ないか らである。 それ どころか,回 復 の見込みがつか ない こと

す らある。救援物資 を頼 って都市 に出た者 たちは,伝 統 的な生活 を拒 否

した として,被 害の少なかった親戚 か ら家畜 を分与 して もらえない こと

が ある とい う。現代 では,餓 死の リス クが緩 和 されたか もしれ ないが,
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災害は今なお社会関係の崩壊 をもたらすのである。

　災害を きっか け とす る身近 な社会関係の崩壊 は,モ ダニ ティ傾 向が強

い社 会で も見 られ る。2011年 の東 日本大震災の ように,被 害が広域 にお

よぶ災害 にお いて,そ の傾向 は著 しい。注 目したいの は,こ の震 災で被

害 を受 けた村 落部 で も,東 アフ リカの牧畜社会 と同様 に,避 難生活 が長

び くあいだに帰郷 を断念す るケー スが多い こ とで ある。災害直後 に住 民

の多 くが生 き残 った として も,復 興への志 とな りうるよ うな強 い精神 的

支柱 がなければ,復 興途上の不便 を しのんで まで帰還 しようとは思わ な

いQ

　強い精神的支柱 とな りうるこ とが らは,き わめ てローカルな もので,

集落外の人び とや行政 関係者 にはなか なか伝 わ りに くい。民俗芸 能がそ

の一 つである。東 日本大震災の復興 に さい しては,次 のよ うな語 りに よっ

て,文 化遺産の重要性が あ らためて認 め られる ようになった。橋 本裕之

が 聞 きとった ところで は,「 釜石 に住 んで るか ら虎舞 をや って るん じゃ

な くて,虎 舞 をやってるか ら釜石 に住 んでいるんだ。 だか ら虎 舞が な く

なっ て しまっ た ら釜石 には住 ん で る理 由 な んて な い ん だ」(日 高編

2012)。

　東 アフリカ牧畜社会の場 合 も三陸沿岸地域 の場 合 も,集 落の物的壊滅

だけが問題 なのではない。 ここであげた事例 に関 してい えば,む しろ,

集落の離散 と分裂が問題だ と言 えよう。避難生活 のあいだ に絆が薄 れた

り,あ るい は避難生活 をきっかけ に対立が表面化 した りして,帰 還 しな

い者 たちが現れ る。 これが多数 にのぼ る場 合,集 落 は消滅す る。集 落が

消滅す るか ら社会関係が途絶 えるので はな くて,社 会関係が途絶 えるか

ら集落が消滅す るのであ る。

　都 市 よ りも人 口規模 が は るか に小 さい集 落で は,対 面 的 な コ ミュニ
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ケー シ ョンや トラ ンザ クシ ョン(物 品のや りとり)を とお して社 会関係

が築かれ,集 落で の生活 を支 えている。 これを集落 のコ ミュニテ ィ機 能

と呼ぶ こ とに しよう。交通や通信 が不便 な場所 では,コ ミュニテ ィ機 能

は,公 共サ ー ビス機能以上 に大 きな意味を もつ。 いや,都 市 と呼べ る よ

うな場所 です ら,コ ミュニテ ィ機 能の損 失は,し ば しば復興 の阻害要因

となるのである。

4.ロ ー カル な経験知の損失

　 コ ミュニテ ィ機能の破壊 は,い わば,ロ ー カルな人間 と人間の関係が

失われて しまうとい う事態 だった。 これ と同様 に,ロ ー カルな自然 と人

間 との関係が失 われて しま うケースが ある。 この タイプの損 失の大 きさ

はまだ十分 に評価 され ていないが,一 部 では問題 として とりあげ られつ

つあ る。代表 的な例 は,災 害時 の対応 につ いての伝承 である。 東 日本大

震災で被災 した三陸沿岸 各地は,そ れ までに も30～50年 ご とに大 きな津

波 に見舞 われてお り,そ の ときの経験 は重 要な記憶 として伝承 されて き

た。大 きな海鳴 りや海底 の干出が津 波の予 兆であ ることは,行 政が防災

普 及活動 を行 う以前か ら,ロ ー カル な自然 と人間 との関係 として伝 えら

れて きた。

　 お まけ に,集 落内での伝 承 は,行 政が提供す る防災知識 よ りは るか に

きめ細 かい。茅葺 き建築のあ る民家で は,津 波が来 た ら雨戸 を閉めて逃

げ るよう伝 承 されて いた。東 日本大震災 の ときにこれ を守 って逃 げた と

ころ,大 きな屋根 が家 を抱 え こむ ように潰れたため,家 財が流失せ ず残 っ

た とい う。家 の造 りが異 なる ような場合 は,雨 戸 を閉めることに大 きな

意味 はな く,と きには危 険か もしれない。 しか し,特 定 の条件の もとで

とるべ き防災行動 は,対 面 的な人間関係 を とお して,き わめ て詳細 かつ
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具体的に伝 え られているのである。

　 自然 と人 との関係 をめ ぐる具体 的な経験や知識 を,こ こでは ロー カル

な経験知 と呼んでお く。 これは,特 定の場所 やで きご とに結 びついた経

験 で,い わゆ る知識 の ように本 に書 かれ うる ものだけでは な く,な まの

感覚や身体技 法な ども含 まれる。集 落が消滅 すれば,ロ ー カル な経験知

も消滅す る。それに よる損 失は,集 落の人たちだけに関係す ると思 われ

が ちだが,き め細かな知識の損 失 とい う点では,グ ローバ ル社 会 に生 き

るわれわれや後世の人たちに とって も大 きな意味 をもつ可能性があ る。

5.社 会の破局

　災害が もた らす さまざまな負の効果 を概観 して きた。 この効果 が大 き

くなる と,社 会は存続で きな くなる。破局 とい う事態であ る。 この事態

は,伝 統 的傾 向が強 い社会 にもモ ダニ テ ィ傾 向が強い社会 に も生 じうる

が,そ の様相は異 なる ようだ。

　伝統的傾向が強い社 会では,コ ミュニテ ィ機能 の破壊(人 と人 との 関

係破綻)お よび ロー カルな経験知 の損失(自 然 と人 との関係破 綻)に よ

り,破 局がお とずれる。 この社 会では,ロ ーカルな関係性 が社 会の結合

力 と して働 くため,そ の関係性 が損 なわれる と社 会が存続 で きな くなる

のであ る。

　 この ことに関 しては,20世 紀 第二の規模 と言 わ れる ピナ トゥボ火 山

(フ ィリピン)の 噴火に災い された,先 住 民アエ タについてのす ぐれた

民族誌 があ る。『噴火の こだ ま』 と題す るこの本 による と,避 難生活 を

余儀 な くされた アエ タたちは,支 援物 資 に依存 しなが ら暮 らす なか で き

わめて大 きな岐路 に立た された。再 定住地 で伝統 的生活 を再開す るのか,

近代 的な物資やサー ビスにアクセス しやすい町暮 ら しを選ぶ のか。 後者
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だ とすれば,ど の ように社会参画 をはた し,近 代的生活 に必要な知識や

ふ るまいを身 につ けるのか。一歩 間違 えば,「 平地民社 会の最底 辺への

同化の道 を推 し進め る」 こ とにな りかね ない と著者で ある文化人類学者

の清水展 は言 う。

　つ ま り,個 人が災害 を生 きのびた として も,社 会が十分 に回復 しない

場合,そ れ まで とはまった く異 なる生活様式 を選 ばざるをえな くなる。

ロー カルな関係性 を断たれた社会 が崩壊 し,ま った く異 なる関係性 のな

か に個 人が投 げ出 されるか らである。 災害 を生 きのびた個 人が延 命す る

こ とは重要 だが,身 近 な社会 が一 変 して しまえば,そ の後 の人生 が意義

ある ものになる とは限 らない。こ うした状態か ら復興 を果 たす ため には,

救援以上 の支援 を外 部か ら行 う必 要があろ う。

　一方,モ ダニテ ィ傾 向が強い社 会では,破 局がお とずれて も社 会環境

はかな りのてい どまで復 元で きる。と くに公共サー ビス機能 に関 して は,

国内や海外 か らの支援 で技術 的 な補修 を進めやすい。 しか し,原 子力発

電所事故 の被災者は,飛 散 した放射性物質 を避 けて長期の避 難生活 を続

け ることになった。 アエ タの人 びとの ような社会参画面での問題 は少 な

か った にせ よ,将 来の見通 しをつ けに くい こ とには変 わ りない。

　 この ことに加 えて,ま れで はあるが,災 害が広域 にわた るため 回復 の

見込みがつか ない こ ともある。 モダニテ ィ傾 向が強 い社会 では,出 力 の

大 きな科学技術が用 い られ るため,一 般 的に災害 の規模が大 きい。 これ

に内戦 な どが加 わって,外 部 か らの援助が 困難 になれば,回 復 の見通 し

がつか な くなる。

　 また,物 理 的な回復 を達成 した として も,大 規模 災害 につ なが りやす

い公共サ ー ビスの運営 が見直 される とい う形 で,社 会のあ り方が大 きく

変 わるこ とがある。2001年 にニュー ヨー クの世 界貿 易セ ンターに飛 行機

を激突 させ たテ ロ リズ ム行 為 で,飛 行機 に よる出入 国の審査が 厳 し く
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なったこ とはよ く知 られている。2011年 の東 日本大震災 によって,原 子

力行政 には多かれ少 なかれ転換 が迫 られてい る。 これ ら技 術運用 の変 更

は,破 局 というには当た らない。 しか し,見 過 ごされていた危険が 露呈

し,社 会の さまざまな面 に影響がお よぶ ことは,社 会の変革 を ともな う

大 きな事件 である。その意味で,破 局 に準ず るで きご とととらえたい。

6.防 災力 と回復力

　本章の結 び として,災 害 に強 い社会 を構想 してみ よう。 それに は二つ

の側面がある。 災害 の拡大 を未然 に防 ぐ防災 の側面 と,災 害 か らた ち直

る回復の側 面である。

　 まず防災の側 面だが,牧 畜社会 の例 か ら分 かる ように,旱魃 の よ うに

事態が徐 々に進行す る場合,さ まざまな措置 を とる時間的余裕が ある。

旱魃に限 らず,ほ とん どの凶作 や不漁 は,何 らかの予 兆 をと もな う。 こ

うした予兆 をで きるだけ早 くとらえ,効 果的に行動 をとる こ とは,伝 統

的傾 向が強い社会では不可欠な知恵 である。モ ダニテ ィ傾向が強 い社 会

で も,こ う したロー カル な経験 知 を蓄積 し共有す ることは,防 災 の基 本

として重要であ る。

　 このことは,い くら強調 して もしす ぎることは ない。長い人類 史にお

いて,社 会生活の持続 は,災 害要因の排 除のみ によって成 し遂 げ られた

わけではなか った。 む しろ,生 態系の リズムが定期的 に(と きに慢性 的

に)起 こす食糧不足(生 態的 ス トレス)を 緩和 し,破 局 を避 ける ことが

重要 だった。今 日のモ ダニ テ ィ状況 において も,農 業や漁業 といった分

野では,自 然 の不確定要 因が生産 に大 きく影響す る。工業 のよ うに生産

を完全 に計画化す るので はな く,災 害要 因 と 「うま くつ き合 う」 妥協策

を求めなければな らない。 しか しその分,経 験知 の蓄積 と共有 は必要 で
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ある。 こ うした防災 の方 向性 は,他 の分野 にお いて も,も っと模索 され

てよいよ うに思 われる。

　社会 の防災力 を高める うえで もう 一つ留 意すべ きこ とは,社 会 的弱者

へ の配慮 である。社 会の人口規模 が拡 大 し,そ の機構 が複雑 になる と,

災害 に抗 う能力に地域 差や階層差が現 れ るとい う指摘 がある。 国に よっ

て も差 が生 じる。つ ま り,先 進国 と発展途上国 とでは,同 じ規模 の地震

や台風 に襲われた として も,被 害の受け 方が異 なるとい うのであ る。言

うまで もな く,先 進国で は死傷者 も少 な く立 ち直 りが早いが,発 展途上

国で は死傷者が多数 にの ぼ り復興 に時 間がかか る。 こう した格差 は,社

会の不平等 な仕組み に由来す る。 このような 「人為的 な災害要 因」 を取

り除 き,社 会的弱者 の能力 を底上 げす るこ とが,防 災力向上の ための も

う一つ の 目標 である。

　 次 に,災 害か らの回復 の側面。 マス メデ ィアな どが話題 にす る「復興」

の大 部分 は,本 章で述べ て きた四つの災害局面でい うと,公 共サ ー ビス

の復元 を意味す る ように思われる。 この意味での回復は,物 理 的な補 修

で実現 で きるため,じ つ は もっ とも容易 である。コ ミュニテ ィ機能や ロー

カルな経験 知の回復は,災 害で亡 くなった人た ちの役割 や経験 を埋 め合

わせ る必要があ るため,物 理的 な復興 よ りはるか に難 しい。 日常 的 ルー

チ ンも,上 記すべてが 回復 しなけれ ば,ほ んとうの意味において回復 し

ない。

　 この問題は,じ つ は文化 とい うものの本質 に大 き く関わ る。唐 突 なよ

うだが,台 風や 山火事 に見舞 われ たスギ林 を考 えてみ よう。 災害に よっ

て一定範囲の木が倒れ る と,林 に空 白部分(ギ ャップ)が 生 じるが,そ

こには周 囲か ら飛んで きた種 子が落 ちて芽ばえ,新 たなスギ個体が育つ。

そ して年 月が経 つ と,も との ようにスギに覆われる。生態学の分野では,

こうした生態系 回復 の潜在 力 を回復 力(レ ジリエ ンス)と 呼 ぶ。厳密 に
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言 うと,災 害前 と同 じスギ個体が はえてい るわけで はない。 しか し,外

部か ら供給 される種子 には,も との スギ と類似 した遺伝子が備 わってい

るので,傷 跡が もとのよ うに癒 され るの だ。そ こには,同 じ遺伝子 が同

じ形態 と機 能を再現す る とい う,生 物学的 な機能回復の メカニ ズムが働

いている。

　 しか し,人 間集 団の レジリエ ンスは,事 情 を異 にす る。人間集団で は,

個人の経験 やア イデアを文化的 に共有で きるが,そ の範 囲が地理 的に狭

く限定 される場 合が ある。 とくに,集 落 内での役割や ローカルな経験 知

は,そ の傾向が強い。 この ため,大 規模 災害 によって集落全体が大 きな

打撃 を受けた場 合,帰 還 した生存者が多 くとも,重 要 な役割 を担 う人や

物知 りが帰還 しなかった場合 には,集 落 のコ ミュニテ ィ機能 やロー カル

経験知が回復 しない ことが ある。

　 ヒ トは,環 境 に働 きかける方法 を文化 的に他個体 に伝 え られる ため,

遺伝子経由でそれ を伝 える他 の生物種 にない能力 を もつ。 しか しその こ

とは,災 害時 において,破 局 を導 きかねない意外 な脆 さとなって現れ る

ので ある。

　 さまざまな手段 を講 じて,コ ミュニテ ィ機 能 とロー カル経験 知 を保存

してお くこ とが重要だ ろう。スギ林 の ように,集 落外 でそれ らを継承す

るこ とも考 えて よい。 しか し,集 落のすべての役割 や経験 知 を外部 に託

す とい う目標 は,現 実的 とは言えない。集落内外 の さまざまな力 を結 集

し,効 果 的に結 びつけなが ら,失 われた もの を新 たな もので補 うこ とも

考えなければなるまい。いずれにせ よ,失 われた ものの本質 を見通せ る

のは,集 落 に暮 らす当事者以外 にない。その見通 しを外部 まで伝 えて,

外 部か らの支援 を導 くようなシステムが,今 後の災害行政 には求 め られ

る ことになろ う。


